
 

 

 

 

＜学校図書館（ひばごん図書館）の経営目標＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学習センターとして，「使いやすい図書館」にする。 

○ 読書センターとして，児童が本と出会い，「読んでみよう！」

という気もちになる環境づくりをする。 

○ 児童にとって，「居心地のよい図書館」にする。 

使いやすい！ひばごん図書館 

 「ひばごん図書館ガイドブック」 
 先進校の取り組みや，「学校図書館学びかた指導のワークシート」（全国学校図書館協議会編）を参考に，図書館の使い方や，図書館を利用した学習の仕方などについてのワークシートを作成しました。各教科でも，効果的な活用を図ります。 

 

 各書棚に分かりやすい見出しを置き，本を探しやすくしました。探すのに手間取ることがなくなり，児童からは，「どこにどんな本があるか分かりやすくなった！」と好評です。 
 

 これまでは，図書台帳と個人カードによる運営でしたが，データベース化し，バーコードによる貸し出し業務に変更しました。図書委員会の児童によるスムーズな貸し出しができるようになりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「読書ランキング」 

 

 毎月，単元の終末で活用できる本や資料を集めて提示し，国語の学習内容に合わせて「今月の人」という特集コーナーを教室に設置しています。「読みたくなる」状況を作ることで，並行読書や家庭読書につながるようにしています。 

 アウトメディア週間にあわせて，親子読書に取り組んでいます。親子で同じ本を読んだり，お家の人のおすすめの本を読んだりと，本を中心に楽しい時間を過ごしています。「お父さんが，この本を借りてきてって言ったんです。」と，うれしそうに本を借りて行く児童の姿もありました。 
 読書をしたら，読書ファイルに記録をします。毎月末，何冊の本を読んだかを調べ，一覧表にまとめます。「西城の子は 日本一 本を読みます！」の合言葉にあわせて，張り切って読書をしています。 

【単元の終末で，学校図書館を活用した例】 

                             ○ 第４学年「動いて考えてまた動く」  ○ 第５学年「百年後のふるさとを守る」  
 

 

１つのことに打ち込んだ人々についてのノンフィクションを読み，「心に残った一言」を色紙に書いて交流しました。 伝記を読んで，ライブラリーナビを作り，５つの視点で人物の生き方を知ることで伝記に興味を持つ児童が増えました。 

読んでみたくなる！ひばごん図書館 

 



 

 

 

 

 

【楽しみな読み聞かせ】 

        地域の読み聞かせグル    読み聞かせグループ    「この本大すきの会」の ープ「ダンボの会」によ   「おはなしのいずみ」   絵本作家の朝川照雄さんに る月１回の読み聞かせ    の立花有佐さんのブッ    よる，読み聞かせ               クトーク 
       職場体験に来た，中学    図書委員会による読み   職員による読み聞かせ 生による読み聞かせ     聞かせ 

居心地がいい！ひばごん図書館 

 

   学校司書による手作りの掲示もたくさんあります。季節の掲示や，新しく届いた本の紹介の掲示など，楽しい雰囲気になっています。 

 ２週間に１度，図書館の使い方や，本で調べて答えるクイズなどを「図書館クイズ」として出題しています。たくさんの児童が楽しんで参加しています。学期に１度は，図書委員会作成の題名当てクロスワードクイズなども出題されます。 


